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【専門分野】発達心理学 

【担当科目】発達心理学Ⅰ・Ⅱ、教育心理学、臨床心理学、教職実践演習、保育内容（人間関係）、 

保育内容（環境）、子どもと環境、教育と福祉の基礎、保育実習指導Ⅲ、保育実習Ⅲ 

【所属学会】Society for Research in Child Development、日本心理学会、日本発達心理学会、 

日本教育心理学会、日本保育学会、北海道心理学会、日本内分泌撹乱物質学会 

【研究テーマ】子どもの気質発達、子どもの発達への環境化学物質暴露の影響 

 

【研究業績】 

【最近５年間の主な研究業績】[令和２年度～令和６年度（５点まで）] 

種 類 区 分 著書・論文名等 掲載誌・発行所等 発行年月 

学会発表 共 著 Effects of the home environment, 
exposure to metals, and food nutrition 
on temperament of Japanese children 

The 32nd International 
Congress of Psychology 

令和3年7月 

 

論 文 共 著 Levels of toxic and essential elements 
and associated factors in the hair of 
Japanese young children 

Int J Environ Res Public 
Health, 20, 1186. 

令和5年1月 

学会発表 共 著 Level of metals in deciduous teeth and 
the development of children’s 
temperament 

SRCD 2023 Biennial Meeting 令和5年3月 

 

学会発表 共 著 子どもの乳歯エナメル質中金属濃度と

毛髪中金属濃度の関係 

第2回環境化学物質3学会合

同大会 

令和5年5月 

学会発表 共 著 The longitudinal relationships of metal 
exposures and nutrition with adolescent 
development 

The 33rd International 
Congress of Psychology 

令和6年7月 

 

【令和元年度以前の主な研究業績】（５点まで） 

種 類 区 分 著書・論文名等 掲載誌・発行所等 発行年月 

論 文 単 著 乳児の気質の構造：情動表出傾向及

び接近傾向における一考察 

発達心理学研究, 4, 42-50, 

1993. 
平成5年7月 

論 文 共 著 乳児の気質的特徴としての情動表出

におけるスタイルは存在するか 

教育心理学研究, 45, 96-

104. 
平成9年3月 

論 文 共 著 The Development of Infant 
Temperament and Its Relationship with 
Maternal Temperament. 

Psychologia, 57, 31-48. 平成26年3月 

論 文 共 著 Children's Hair Mercury Concentrations 
and Seafood Consumption in Five 
Regions of Japan 

Arch Environ Contam Toxicol, 
74(2), 259-272. 

平成30年1月 

論 文 共 著 日本語版「児童期中期における気質

質問紙（TMCQ)」の心理測定的性質 

札幌医科大学医療人育成セ

ンター紀要, 11, 1-4. 

令和2年3月 

 

【最近の社会的活動】 

滝川市保健医療福祉推進市民会議委員（平成 26 年 5 月～現在） 

北海道心理学会研究奨励賞選考委員会委員長（平成 28 年度） 


